
中
国
古
代
に
生
ま
れ
た
「
聖
人
の
道
」
が
、
い
か
に
し
て
当
代
の
日
本
に
も

妥
当
性
を
も
つ
と
言
え
る
の
か
。
こ
れ
は
近
世
日
本
の
儒
者
た
ち
が
、
し
ば
し

ば
回
答
を
迫
ら
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
「
道
」
に
は
、

「
三
綱
五
常
」
の
よ
う
な
道
徳
倫
理
、
『
中
庸
』
の
「
九
経
」
の
よ
う
な
治
道

の
原
則
、
冠
婚
葬
祭
・
軍
礼
・
賓
礼
を
中
心
と
し
た
礼
楽
、
さ
ら
に
井
田
法
や

封
建
制
の
よ
う
な
基
本
制
度
等
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
そ
れ

ぞ
れ
ど
ん
な
意
味
で
、
ま
た
ど
の
程
度
ま
で
後
世
に
も
妥
当
す
る
と
い
え
る
の

か
。
そ
れ
が
問
題
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
後
述
が
示
す
よ
う
に
、
よ
く
見
ら
れ
た

回
答
の
仕
方
は
一
種
の
二
分
法
に
基
づ
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
道
徳
倫
理
（
三

綱
五
常
）
に
関
し
て
は
そ
の
普
遍
妥
当
性
を
認
め
な
が
ら
、
礼
楽
制
度
に
関
し

て
は
、
歴
史
的
地
理
的
な
相
対
主
義
の
立
場
を
と
る
の
で
あ
る
。
貝
原
益
軒
の

次
の
一
文
は
、
こ
の
立
場
の
見
事
な
定
式
化
で
あ
っ
た
。

「
綱
常
倫
理
、
天
下
之
常
経
也
、
亘
万
世
通
四
夷
、
不
可
変
易
、
若
夫
礼
法

制
度
へ
有
古
今
異
宜
、
華
夷
殊
俗
、
随
時
随
処
、
而
不
相
同
者
、
自
然
之
理
也

．
…
：
…
然
則
今
之
制
行
者
、
須
掛
酌
於
古
今
華
夷
之
宜
與
否
、
而
去
取
之
、
是

特
集
〈
平
成
三
年
度
大
会
・
〈
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
Ｉ
「
柤
裸
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

一
は
じ
め
に 柤

棟
学
に
お
け
る
「
道
」
の
普
遍
性
と
相
対
性

可
為
知
時
宜
也
、
筍
不
測
時
俗
士
地
之
所
宜
、
妄
執
中
華
之
古
礼
、
欲
行
之
本

邦
之
今
世
、
警
如
不
知
舟
車
之
異
宜
於
水
陸
、
襄
葛
之
殊
用
於
冬
夏
、
固
随
之

甚
也
、
是
道
之
所
以
難
行
也
」
（
慎
思
録
、
巻
三
）
。
す
な
わ
ち
人
倫
道
徳
の
夷

狄
に
も
通
ず
る
普
遍
性
を
強
調
す
る
一
方
で
、
礼
楽
制
度
は
、
そ
の
時
代
や
風

土
へ
の
適
合
性
が
重
視
さ
る
く
し
と
い
う
の
で
あ
る
。

注
意
し
た
い
の
は
こ
う
し
た
礼
楽
の
相
対
主
義
的
把
握
が
、
必
ず
し
も
近
世

日
本
に
独
自
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
つ
と
に
程
子
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
古
今
風
俗
の
相
違
に
応
じ
た
礼
の
「
損
益
」
を
主
張
し
て
い
た
。

「
行
礼
不
可
全
泥
古
、
須
当
視
時
之
風
気
自
不
同
、
故
所
処
不
得
不
與
古
異
、

…
若
全
用
古
物
、
亦
不
相
称
、
雛
聖
人
作
、
須
有
損
益
」
「
学
礼
者
考
文
、
必

求
先
王
之
意
、
得
意
乃
可
以
沿
革
」
（
と
も
に
程
子
遺
書
巻
二
上
）
。
い
ず
れ
も

古
礼
に
泥
む
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
の
は
、
益
軒
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
し
て
近
世
儒
学
の
二
分
法
的
な
回
答
の
仕
方
は
、
宋
代
（
１
）

学
者
の
「
損
益
」
の
立
場
と
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
通
例
の
二
分
法
的
な
行
き
方
に
対
し
て
、
荻
生
柤
侠
は

全
く
別
な
回
答
の
仕
方
を
示
し
た
。
と
い
う
の
も
彼
は
、
「
尭
舜
の
道
は
万
世

こ
れ
に
因
る
」
と
の
べ
、
礼
楽
制
度
を
含
め
た
「
聖
人
之
道
」
の
全
体
が
、
後

平
石
直
昭

一
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世
に
と
っ
て
妥
当
性
を
も
つ
と
主
張
し
た
か
ら
で
あ
る
（
弁
名
、
道
第
二
則
）
。

近
世
儒
者
の
一
般
傾
向
と
比
べ
て
、
そ
れ
は
例
外
的
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

他
方
彼
の
立
場
は
、
宋
代
儒
者
の
い
う
「
道
」
の
普
遍
妥
当
性
の
見
地
と
も
大

き
く
異
な
っ
て
い
た
。
後
者
の
前
提
し
て
い
た
「
天
理
」
観
を
柤
侠
が
否
定
し

て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
で
は
彼
は
「
尭
舜
の

道
」
の
普
遍
妥
当
性
を
、
い
か
に
根
拠
づ
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
上
述
を
ま
と
め
れ
ば
、
「
道
」
の
普
遍
妥
当
性
と
い
う
問
題
を
め

ぐ
っ
て
、
宋
儒
、
近
世
儒
学
（
と
く
に
前
期
）
、
祖
侠
と
い
う
三
者
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
立
場
か
ら
回
答
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
私
は
、
と
く

に
礼
楽
の
普
遍
妥
当
性
、
も
し
く
は
条
件
適
合
性
と
い
う
面
に
即
し
て
、
三
者

の
相
互
比
較
を
試
み
た
い
。
理
気
論
、
心
性
論
以
外
に
こ
う
し
た
面
で
も
検
討

す
る
こ
と
が
、
三
者
の
思
想
史
的
関
係
を
一
層
明
ら
か
に
す
る
と
考
え
る
か
ら

（
２
）

で
あ
る
。

は
じ
め
に
叙
上
の
問
題
に
対
し
て
、
宋
学
者
が
ど
う
考
え
て
い
た
か
を
見
る

こ
と
に
し
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
『
論
語
』
「
為
政
」
に
は
、
「
十
世
可
知
也
」

と
子
張
が
問
い
、
孔
子
が
「
設
因
於
夏
礼
、
所
損
益
可
知
也
、
周
因
於
設
礼
、

所
損
益
可
知
也
、
其
或
継
周
者
、
雛
百
世
可
知
也
」
と
答
え
る
章
が
あ
る
。
こ

の
本
文
に
対
す
る
馬
融
の
解
（
古
註
）
は
、
「
所
因
、
謂
三
綱
五
常
、
所
損
益
、

謂
文
質
三
統
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
夏
設
周
三
代
ぱ
、
倫
理
道
徳

の
原
理
（
三
綱
五
常
）
に
関
し
て
は
一
貫
し
て
継
承
し
た
が
（
所
因
）
、
礼
楽

や
暦
法
に
関
し
て
は
、
前
代
制
度
を
損
益
し
て
独
自
の
制
度
を
立
て
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
と
も
と
孔
子
の
教
説
自
体
に
あ
っ
た
道
徳
学
説
と
客
観

二
宋
儒
の
見
解

制
度
の
学
と
の
両
面
を
、
巧
み
に
「
因
」
と
「
損
益
」
に
配
当
し
て
で
き
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
朱
子
は
、
自
ら
の
新
註
で
こ
の
馬
融
註
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
れ
を

次
の
よ
う
に
敷
桁
し
た
。
「
三
綱
五
常
、
礼
之
大
体
、
三
代
相
継
、
皆
因
之
而

不
能
変
、
其
所
損
益
、
不
過
文
章
制
度
小
過
不
及
之
間
、
而
其
已
然
之
迩
、
今

皆
可
見
」
。
注
意
し
た
い
の
は
、
「
損
益
」
が
「
小
可
不
及
」
の
間
に
過
ぎ
ず
と

さ
れ
、
王
朝
交
代
に
伴
う
制
度
変
革
が
、
枝
葉
末
節
に
止
ま
る
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
体
用
」
論
が
こ
こ
に
適
用
さ
れ
、
「
三
綱
五
常
」
が

「
礼
之
大
体
」
と
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
普
遍
的
な
道
徳
原
理
が
、

礼
と
い
う
特
殊
具
体
的
な
制
度
の
実
体
と
さ
れ
た
た
め
、
王
朝
交
代
に
伴
う
礼

楽
変
革
も
、
前
者
の
面
か
ら
強
い
規
制
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
実
は
こ
の
「
体
用
」
論
の
適
用
に
よ
っ
て
新
註
は
、
引
用
し
た
馬
註
の

意
味
を
も
実
質
的
に
変
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
事
情
は
、
次
の
よ

う
な
後
儒
の
議
論
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
馬
季
長
不
識
礼
字
、
将
打
作
両

椴
、
三
綱
五
常
之
外
別
有
忠
質
文
、
然
則
三
綱
五
常
虚
器
而
無
所
事
、
…
…
只

此
便
是
漢
儒
不
知
道
、
大
胡
乱
処
、
夫
三
綱
五
常
者
、
礼
之
体
也
、
忠
質
文
、

礼
之
用
也
、
所
損
益
者
固
在
用
、
而
用
即
体
之
用
、
要
不
可
分
」
。
す
な
わ
ち

馬
融
が
三
綱
五
常
と
礼
制
の
変
化
（
忠
質
文
）
を
別
個
の
事
柄
と
し
た
こ
と
を

「
不
知
道
」
と
批
判
し
、
そ
れ
で
は
三
綱
五
常
（
体
）
の
制
度
（
用
）
に
た
い

す
る
規
制
的
な
意
味
が
な
く
な
る
（
虚
器
而
無
所
事
）
と
指
摘
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
（
程
樹
徳
「
論
語
集
釈
』
当
該
章
「
餘
論
」
部
分
参
照
）
。

礼
制
の
「
損
益
」
が
細
部
に
止
ま
る
と
の
見
方
は
、
朱
子
が
引
く
胡
氏
の
一

文
に
も
う
か
が
え
る
。
「
夫
自
修
身
以
至
於
為
天
下
、
不
可
一
日
而
無
礼
、
天

救
天
秩
、
人
所
共
由
、
礼
之
本
也
、
商
不
能
改
乎
夏
、
周
不
能
改
乎
商
、
所
謂

一
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天
地
之
常
経
也
、
若
乃
制
度
文
為
、
或
太
過
則
当
損
、
或
不
足
則
当
益
、
益
之

損
之
、
與
時
宜
之
、
而
所
因
者
不
壊
へ
是
古
今
之
通
義
也
」
。
す
な
わ
ち
「
三

綱
五
常
」
が
普
遍
的
な
「
礼
之
本
」
「
天
救
天
秩
」
と
さ
れ
た
反
面
、
「
制
度
文

為
」
は
こ
う
し
た
「
因
る
所
の
者
」
が
壊
れ
ぬ
よ
う
時
宜
に
応
じ
て
損
益
す
る

も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
所
損
益
」
が
「
所
因
」
に
関
係
づ
け
ら
れ
、
後

者
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
ろ
う
（
『
朱
子
語
類
』
巻
二
十
四
で

も
、
例
え
ば
「
因
字
最
重
、
…
…
三
代
之
礼
、
大
概
都
相
因
了
」
と
い
わ
れ
て

い
る
）
。
以
上
に
ゑ
た
よ
う
な
宋
学
者
の
議
論
は
、
そ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
二
つ
の

観
念
を
も
っ
て
い
た
。
①
『
論
語
』
「
顔
淵
問
為
邦
」
章
の
朱
子
集
註
に
承
ら

れ
る
よ
う
に
、
四
代
の
礼
楽
を
折
衷
し
た
孔
子
は
、
実
は
「
万
世
常
行
之
道
」

を
立
て
よ
う
と
し
た
の
だ
と
い
う
理
解
。
②
「
孟
子
』
「
滕
文
公
問
為
国
」
章

の
朱
註
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
潤
沢
」
を
制
度
の
制
作
や
運
用
に
際
し
て
の

条
件
適
合
性
を
い
う
観
念
と
し
て
と
る
理
解
で
あ
る
。

ま
ず
①
か
ら
み
る
と
、
朱
註
に
は
次
の
よ
う
な
説
が
引
か
れ
て
い
る
。
「
程

子
日
、
…
…
三
代
之
制
、
皆
因
時
損
益
、
及
其
久
也
、
不
能
無
弊
、
周
衰
、
聖

人
不
作
、
故
孔
子
掛
酌
先
王
之
礼
、
立
万
世
常
行
之
道
、
発
此
以
為
之
兆
爾
」

「
尹
氏
日
、
此
所
謂
百
王
不
易
之
大
法
、
孔
子
作
春
秋
、
蓋
此
意
也
、
孔
顔
雛

不
得
行
之
於
時
、
然
其
為
治
之
法
、
可
得
而
見
芙
」
。
す
な
わ
ち
時
に
因
っ
て

損
益
さ
れ
た
三
代
の
制
は
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
長
い
間
に
は
弊
害
を
生
ま
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
孔
子
は
、
四
代
礼
楽
の
長
所
を
折
衷
す
る

こ
と
に
よ
り
、
い
つ
の
世
に
も
モ
デ
ル
と
し
う
る
よ
う
な
理
想
的
礼
楽
を
作
る

（
３
）

う
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
議
論
を
前
引
し
た
「
十
世
可
知
」
章
の
注

釈
と
重
ね
て
ゑ
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
馬
融
で
は
道
徳
原
理
だ
け
に
関
わ
っ
て

い
た
「
所
因
」
が
、
こ
こ
で
は
「
万
世
常
行
之
道
」
と
い
う
点
で
礼
楽
面
ま
で

拡
張
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。

程
明
道
が
「
論
十
事
笥
子
」
で
示
し
て
い
る
立
場
も
、
こ
の
観
念
と
基
本
的

な
方
向
を
同
じ
く
し
て
い
た
。
「
聖
人
創
法
、
皆
本
諸
人
情
、
極
乎
物
理
、
雛

二
帝
三
王
不
無
随
時
因
革
、
踵
事
増
損
之
制
、
然
至
乎
為
治
之
大
原
、
牧
民
之

要
道
、
則
前
聖
後
聖
、
豈
不
同
條
而
共
貫
哉
」
。
す
な
わ
ち
聖
人
は
、
「
人
情
」

「
物
理
」
と
い
う
基
本
的
な
与
件
に
適
合
的
に
法
を
創
っ
た
。
そ
こ
で
二
帝
三

王
の
立
て
た
制
度
の
間
に
は
、
時
と
事
次
第
で
因
革
、
増
損
に
よ
る
違
い
も
あ

る
が
、
「
為
治
の
大
原
」
「
牧
民
の
要
道
」
と
い
う
基
本
原
則
に
至
っ
て
は
、
全

聖
人
の
施
策
が
共
通
一
貫
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て

彼
は
、
「
惟
其
天
理
之
不
可
易
、
人
所
頼
以
生
、
非
有
古
今
之
異
、
聖
人
之
所

必
為
者
、
固
可
概
挙
」
と
言
い
つ
つ
、
師
友
の
制
、
官
職
秩
序
の
階
統
制
、
井

田
制
、
郷
党
の
法
、
学
校
の
制
、
遊
民
淘
汰
、
礼
制
節
度
な
ど
の
十
事
を
あ
げ

て
い
る
（
程
子
文
集
巻
一
所
收
）
。

「
三
綱
五
常
」
と
い
う
道
徳
原
理
に
と
ど
ま
ら
ぬ
具
体
的
な
制
度
が
、
政
治

社
会
の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
抽
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
聖
人
の
必
為
す
る
所
と
し

て
、
当
代
に
も
妥
当
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
を
三
代
制
度
論
と
し
て
ふ
れ
ば
、
馬
融
が
い
う
「
文
質
」
の
よ
う
な
「
所

損
益
」
と
は
違
う
し
↓
ヘ
ル
で
、
三
代
す
べ
て
に
共
通
す
る
「
所
因
」
の
存
在
が

指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
上
述
し
た
「
万
世
常
行
之
道
」
の
観
念
を
、
そ
れ

は
一
層
具
体
的
に
肉
付
け
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
程
子
の
議
論
は
、
「
法
」
と
「
道
」
を
区
別
す
る
こ
と

に
よ
り
、
「
法
」
の
面
で
の
時
宜
に
応
じ
た
変
通
と
い
う
反
面
を
も
っ
て
い
た
。

「
牧
民
の
要
道
」
は
全
聖
人
に
一
貫
し
て
い
た
と
強
調
す
る
彼
が
、
他
面
で
は

一
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「
如
生
民
之
理
有
窮
、
則
聖
王
之
法
可
改
」
と
述
べ
て
い
る
点
に
、
そ
れ
は
端

的
に
示
さ
れ
て
い
る
（
同
上
「
笥
子
」
）
。
「
治
身
斉
家
以
至
平
天
下
者
、
治
之

道
也
、
建
立
綱
紀
、
分
正
百
職
、
順
天
撲
事
、
創
制
立
度
、
以
壼
天
下
之
務
、

治
之
法
也
、
法
者
、
道
之
用
也
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
も
、
こ
の
主
張
と
関
係
が
あ

ろ
う
（
程
氏
粋
言
巻
一
）
。
す
な
わ
ち
「
道
」
が
『
大
学
』
八
条
目
の
原
則
に

関
わ
る
の
に
対
し
、
「
法
」
は
具
体
的
な
礼
楽
制
度
の
制
作
や
施
行
、
運
用
に

関
わ
る
。
そ
こ
で
例
え
ば
「
今
礼
制
未
修
、
著
美
相
尚
」
と
い
う
嘆
か
わ
し
い

状
況
の
下
で
、
「
先
王
之
法
、
豈
得
不
講
求
而
損
益
之
哉
」
と
い
わ
れ
る
わ
け

で
あ
る
（
同
上
「
笥
子
」
）
。
前
引
し
た
「
行
礼
不
可
全
泥
古
」
と
い
う
テ
ー
ゼ

も
、
こ
う
し
た
連
関
で
主
張
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

前
述
し
た
②
の
観
念
は
、
こ
の
点
と
関
係
し
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
滕
の

文
公
の
意
を
う
け
た
畢
戦
の
問
に
答
え
て
孟
子
は
、
周
の
井
田
法
に
つ
い
て
「
大

略
」
を
述
べ
た
の
ち
「
若
夫
潤
沢
之
、
則
在
君
與
子
突
」
と
締
め
く
く
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
す
る
朱
子
の
註
は
「
潤
沢
、
謂
因
時
制
宜
、
使
合
於
人
情
、
宜

於
土
俗
、
而
不
失
乎
先
王
之
意
也
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
潤
沢
」

と
は
、
先
王
の
立
て
た
古
制
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
れ
を
今
日
に
施
行
す
る
に
当

っ
て
は
、
時
宜
、
人
情
、
土
俗
な
ど
の
条
件
へ
の
適
合
性
の
観
点
か
ら
そ
れ
を

損
益
し
、
し
か
も
「
先
王
之
意
」
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
孟
子
本
人
に
つ
い
て
も
朱
子
は
、
「
推
旧
為
新
、
不
屑
々
於
既
住
之

迩
、
而
能
合
乎
先
王
之
意
、
真
可
謂
命
世
亜
聖
之
才
実
」
と
高
く
評
価
し
て
い

る
。
こ
こ
に
は
一
種
の
保
守
的
変
革
の
論
理
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ

ち
後
世
に
お
け
る
客
観
条
件
の
変
化
に
応
じ
て
、
「
先
王
之
意
」
を
生
か
す
た

め
に
こ
そ
「
先
王
之
迩
」
を
変
え
、
「
新
を
為
す
」
と
い
う
行
き
方
で
あ
る
。

上
述
を
ま
と
め
れ
ば
、
宋
学
者
の
礼
楽
論
は
、
三
綱
五
常
の
普
遍
性
（
体
）

と
時
宜
に
応
じ
た
損
益
（
用
）
を
両
契
機
と
し
、
前
者
の
具
体
的
基
準
と
し
て

「
万
世
常
行
之
道
」
の
観
念
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
「
道
」
の
内
容
に

は
、
ま
さ
に
時
宜
の
見
地
か
ら
し
て
多
少
の
幅
が
あ
っ
た
、
と
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
以
下
で
は
近
世
日
本
で
儒
学
の
導
入
に
当
っ
た
学
者
た
ち
が
、
こ
れ
ら

の
議
論
を
ど
う
承
け
つ
い
で
い
っ
た
か
を
検
討
し
よ
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
そ
こ

に
は
、
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
二
つ
の
傾
向
が
あ
っ
た
。

①
第
一
に
、
「
先
王
の
意
」
と
そ
の
「
通
」
、
あ
る
い
は
「
道
」
と
「
法
」
の

区
別
と
い
う
観
点
の
継
承
、
展
開
で
あ
る
。
例
え
ば
中
江
藤
樹
は
「
法
度
に
も

心
・
迩
の
差
別
あ
り
。
周
礼
な
ど
に
記
し
た
る
事
は
、
聖
人
、
天
時
・
地
利
・

人
情
の
至
善
を
は
か
り
て
さ
だ
め
た
ま
ふ
法
度
の
あ
と
な
り
。
其
あ
と
の
う
ち

に
そ
な
は
り
た
る
と
こ
ろ
の
本
意
を
心
と
云
。
そ
の
あ
と
に
よ
っ
て
立
法
の
本

意
を
よ
く
さ
と
り
、
当
代
の
法
度
を
さ
だ
む
る
か
が
み
と
し
、
そ
の
事
の
あ
と

に
な
づ
ま
ず
、
聖
人
の
心
に
よ
く
か
な
ふ
を
、
至
善
の
活
法
と
す
」
と
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
ま
ず
主
君
の
明
徳
を
明
ら
か
に
し
て
根
本
を
立
て
、
聖
人
の
成

そ
し
て
さ
か
の
ぼ
れ
ば
そ
れ
は
、
程
子
の
立
っ
て
い
た
立
場
で
も
あ
っ
た
。
「
必

井
田
、
必
肉
刑
、
必
封
建
、
而
後
天
下
可
為
、
非
聖
人
之
達
道
、
善
治
者
、
…

…
得
聖
人
之
意
而
不
膠
其
迩
、
迩
者
聖
人
因
一
時
之
利
而
利
焉
耳
」
（
程
子
粋

言
巻
二
な
ど
の
言
葉
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
前
述
と
の
関
連
で
い
え
ば
、

統
治
の
目
的
で
あ
る
「
生
民
の
理
」
の
観
点
か
ら
し
て
、
法
（
通
）
は
相
対
化

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
井
田
法
や
封
建
制
の
よ
う
な
三
代
の
制

度
さ
え
、
必
ず
し
も
固
執
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
近
世
前
期
の
儒
者
の
見
解
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法
の
本
意
を
さ
と
り
、
「
時
と
所
と
位
と
三
才
相
応
の
至
善
を
よ
く
分
別
し
て
、

万
世
不
易
の
中
庸
を
お
こ
な
」
え
と
勧
め
て
い
る
（
翁
問
答
、
上
巻
之
末
）
。

こ
こ
で
は
主
観
内
在
的
な
「
明
徳
」
が
強
調
さ
れ
、
こ
の
明
徳
が
そ
の
都
度
適

合
す
べ
き
客
観
条
件
と
し
て
「
時
所
位
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
宋
学
か
ら
の

偏
差
は
、
と
く
に
「
三
綱
五
常
」
（
客
観
的
規
範
性
）
が
後
景
に
退
い
て
い
る

点
に
み
ら
れ
る
。
、
他
方
で
聖
人
の
「
心
・
通
」
を
区
別
し
、
「
心
」
を
把
え
て

当
代
に
マ
ッ
チ
し
た
法
を
作
る
と
い
う
論
理
は
、
程
朱
を
承
け
て
い
る
と
い
え

、
ｒ
生
涯
【
ノ
○
ま
た
熊
沢
蕃
山
も
「
道
と
法
と
は
別
な
る
も
の
に
て
候
：
．
…
法
は
中
国
の
聖

人
と
い
へ
ど
も
、
代
々
に
替
り
候
。
況
日
本
へ
移
し
て
は
、
行
が
た
き
事
多
く

候
。
道
は
三
綱
五
常
こ
れ
な
り
。
天
地
人
に
配
し
五
行
に
配
す
。
：
．
：
．
法
は
聖

人
時
処
位
に
応
じ
て
、
・
事
の
宜
き
を
制
作
し
給
へ
り
。
故
に
其
代
に
あ
り
て
は

道
に
配
す
。
時
去
り
人
位
か
は
り
ぬ
れ
ば
、
聖
法
と
い
へ
ど
も
用
ひ
が
た
き
も

の
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
（
集
義
外
書
、
巻
三
）
。
こ
の
議
論
は
師
で
あ
る
藤

樹
の
「
時
所
位
」
論
、
ま
た
恐
ら
く
王
陽
明
の
「
文
武
之
法
、
則
尭
舜
之
道
、

但
因
時
致
治
、
其
設
施
政
令
、
已
自
不
同
」
と
い
っ
た
議
論
か
ら
も
影
響
さ
れ

て
い
る
（
伝
習
録
巻
上
）
。
他
方
「
三
綱
五
常
」
を
コ
ア
と
し
た
普
遍
的
な
「
道
」

と
相
対
的
な
「
法
」
と
い
う
区
別
の
仕
方
は
、
程
朱
の
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

同
時
に
注
目
さ
れ
る
の
は
蕃
山
が
、
立
法
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き
要
因
と
し

て
、
中
国
・
日
本
の
地
理
的
違
い
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
朱

子
の
「
潤
沢
」
の
解
で
も
「
時
宜
」
「
人
情
」
と
な
ら
ん
で
「
土
俗
」
が
あ
げ

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
さ
ら
に
藤
樹
に
お
い
て
「
儒
者
の
道
は
法
に
お
ち
ず
あ

と
に
な
づ
ま
ず
、
上
天
時
に
律
り
下
水
士
に
襲
て
（
中
庸
第
三
十
章
）
至
善
に

止
を
本
と
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
承
け
つ
が
れ
た
（
翁
問
答
、
下
巻
之
末
。
括

弧
内
は
平
石
注
記
。
以
下
同
じ
）
。
そ
し
て
蕃
山
で
は
こ
の
契
機
が
一
層
強
調

さ
れ
、
「
日
本
の
水
士
に
よ
る
の
神
道
は
、
も
ろ
こ
し
へ
も
戎
国
へ
も
か
す
事

あ
た
は
ず
、
か
る
事
不
能
」
と
さ
え
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
集
義
外
書
、
巻
十

六
）
。
普
遍
妥
当
性
を
も
つ
「
三
綱
五
常
」
と
、
全
く
個
別
的
な
「
水
士
」
に

よ
る
「
神
道
」
と
が
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
そ
れ
は
示
し
て
い
る
。
宋
儒

の
礼
楽
論
と
比
べ
れ
ば
、
普
遍
妥
当
性
が
特
殊
具
体
性
か
ら
切
断
さ
れ
、
前
者

の
後
者
に
対
す
る
規
制
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
虚
器

而
無
所
事
」
き
状
態
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
水
士
」
の
契
機
の
強
調
は
山
鹿
素
行
に
も
ゑ
ら
れ
た
。
「
問
。

異
朝
の
政
道
、
本
朝
の
政
事
こ
と
な
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
や
。
答
。
其
水

士
に
従
て
人
物
異
也
。
人
物
異
な
る
時
は
事
の
用
皆
不
同
、
何
ぞ
一
つ
に
論
ぜ

ん
や
。
夫
子
も
襲
水
士
と
の
玉
へ
り
。
本
朝
も
五
畿
七
道
の
風
俗
其
水
士
に
よ

っ
て
こ
と
也
。
況
や
異
国
と
三
千
余
里
を
へ
だ
て
、
東
西
に
わ
か
て
り
。
一
同

に
論
ず
べ
か
ら
ず
」
。
そ
こ
で
「
周
公
本
朝
に
出
玉
は
ば
、
異
朝
の
礼
を
行
ん

（
二
）

や
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
も
、
「
礼
修
其
教
不
易
其
俗
、
斉
其
政
不
易
其
宜

と
出
た
り
（
礼
記
、
王
制
）
。
．
：
…
孔
子
宋
に
お
い
て
は
章
甫
の
冠
を
な
し
、

魯
に
お
い
て
は
縫
披
の
衣
を
着
し
玉
ふ
と
也
（
礼
記
、
儒
行
）
。
さ
れ
ば
生
乎

今
之
世
、
反
古
之
道
、
如
此
者
、
災
及
其
身
也
と
也
（
中
庸
第
二
十
八
章
）
。

そ
の
国
に
居
て
す
ら
古
今
の
風
俗
こ
と
な
れ
ば
災
必
及
ぶ
。
況
や
本
朝
・
異
国
、

水
士
遥
に
こ
と
な
れ
ば
、
聖
人
こ
こ
に
来
り
玉
ふ
と
も
、
未
易
其
俗
し
て
其
教

を
立
玉
は
ん
こ
と
不
及
論
也
」
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
請
居
童
問
、
巻
五
）
。

水
士
の
相
違
は
人
物
・
風
俗
の
相
違
に
及
ぶ
、
そ
こ
で
そ
れ
ら
を
与
件
と
す
る

（
４
）

礼
制
も
違
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
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蕃
山
と
の
共
通
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
伊
藤
仁
斎
も
礼
の
相
対
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
と
似
た
観
点
に
立
っ
て

い
た
。
「
礼
の
し
り
難
き
、
節
文
度
数
繁
褥
し
り
難
き
に
非
ず
し
て
、
も
っ
ぱ

ら
掛
酌
損
益
時
に
措
く
の
宜
に
あ
り
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
古
礼
多
く
今
に
宜
し

か
ら
ず
し
て
、
俗
礼
全
く
用
う
べ
か
ら
ず
。
漢
礼
多
く
本
国
に
通
ぜ
ず
し
て
、

俗
礼
も
と
意
義
な
し
。
も
し
古
に
準
じ
今
を
酌
み
、
土
地
に
随
ひ
、
人
情
に
適

ひ
、
上
朝
廷
よ
り
下
間
巷
に
至
る
ま
で
人
を
し
て
循
守
し
て
楽
し
ん
で
こ
れ
を

行
は
し
め
ん
と
欲
せ
ば
、
則
ち
明
達
の
君
子
に
あ
ら
ず
ん
ば
作
る
こ
と
能
は
ず
」

（
語
孟
字
義
、
仁
義
礼
智
第
十
条
）
。
こ
の
よ
う
に
仁
斎
も
ま
た
、
古
今
中
日

の
相
違
と
い
う
認
識
か
ら
し
て
、
現
実
に
適
合
的
な
礼
を
作
る
た
め
、
人
情
、

時
宜
、
国
風
と
い
う
諸
要
素
の
掛
酌
を
強
調
し
て
い
る
。
思
想
史
的
に
ゑ
る
と

き
、
そ
れ
は
朱
子
の
「
潤
沢
」
論
を
は
る
か
に
承
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

②
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
近
世
日
本
の
儒
者
の
間
で
は
、
礼
の
相
対
主

義
的
把
握
に
基
づ
く
「
損
益
」
に
関
し
て
は
、
程
朱
の
観
点
の
継
承
と
展
開
が

な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
宋
学
批
判
者
も
含
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ま
さ

に
そ
の
半
面
で
、
宋
学
か
ら
離
れ
て
ゆ
く
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
近
世
儒
学
に
は

ほ
ぼ
共
通
し
て
、
「
万
世
常
行
之
道
」
な
る
も
の
へ
の
異
和
感
が
存
し
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
が
前
に
ふ
れ
た
第
二
の
傾
向
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

例
え
ば
藤
樹
は
「
伏
義
よ
り
周
の
代
ま
で
代
々
の
聖
人
制
作
し
た
ま
ふ
礼
義

作
法
、
そ
の
時
代
に
は
よ
く
相
応
し
て
中
庸
の
儒
法
な
れ
共
、
代
か
は
り
時
う

つ
り
て
は
大
過
不
及
の
弊
あ
り
て
、
損
益
な
く
て
か
な
は
い
事
な
り
。
し
か
る

故
に
、
万
世
通
用
の
定
法
は
す
ぐ
な
し
」
と
主
張
し
て
い
る
（
翁
問
答
、
下
巻

之
末
）
。
こ
れ
を
前
引
し
た
朱
子
集
註
の
二
つ
の
文
章
と
比
べ
て
ゑ
よ
う
。
「
十

世
可
知
」
章
で
は
、
朱
子
が
「
不
過
文
章
制
度
小
過
不
及
之
間
」
と
註
し
て
い

た
の
に
対
し
て
、
藤
樹
は
こ
こ
で
「
大
過
不
及
」
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
「
顔

淵
問
為
邦
」
章
の
註
で
は
「
万
世
常
行
之
道
」
が
強
調
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し

て
、
こ
こ
で
は
「
万
世
通
用
の
定
法
は
す
ぐ
な
し
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
程
朱

に
比
べ
て
「
三
代
相
継
」
「
聖
人
之
所
必
為
者
」
の
面
よ
り
も
、
圧
倒
的
に
「
所

損
益
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
分
か
ろ
う
。

事
情
は
蕃
山
で
も
か
わ
ら
な
い
。
た
と
え
ば
彼
は
、
「
顔
淵
問
為
邦
」
章
に

お
け
る
孔
子
の
発
言
を
次
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
「
世
の
三
代
を
い
ふ
者
、

多
く
は
周
の
博
文
の
末
を
事
と
せ
り
。
夏
商
を
ま
じ
へ
、
時
に
応
ず
る
を
と
れ

る
者
す
ぐ
な
し
。
孔
子
云
、
夏
の
時
を
行
へ
、
段
の
籍
に
の
れ
、
周
の
星
を
服

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

せ
よ
、
楽
は
則
詔
舞
を
せ
よ
。
こ
れ
孔
子
の
、
尭
舜
三
代
の
法
の
其
時
に
行
ふ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ベ
き
も
の
を
取
給
ふ
意
な
り
。
聖
人
の
法
は
、
春
夏
秋
冬
の
時
に
よ
り
て
、
衣

服
飲
食
動
作
の
異
な
る
が
ご
と
し
。
久
し
け
れ
ば
弊
あ
り
。
故
に
時
に
因
っ
て

損
益
す
べ
し
」
（
集
義
和
書
、
巻
十
四
）
。
こ
の
よ
う
に
蕃
山
で
は
、
孔
子
に
よ

る
四
代
礼
楽
の
折
衷
は
、
な
ん
ら
「
万
世
常
行
之
道
」
を
意
図
し
た
も
の
で
は

な
い
。
ま
さ
に
そ
の
時
の
時
宜
の
観
点
か
ら
、
孔
子
が
取
捨
し
た
も
の
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。
宋
学
者
と
の
距
離
は
明
ら
か
で
あ
る
。

同
様
の
傾
向
は
、
や
や
異
な
っ
た
形
を
と
っ
て
で
あ
る
が
素
行
に
も
承
ら
れ

る
。
「
唐
虞
の
礼
を
以
て
三
代
損
益
し
用
之
と
い
へ
ど
も
、
周
に
及
ん
で
上
尭

舜
を
去
る
こ
と
遠
く
、
四
海
九
州
人
物
古
に
事
か
わ
れ
る
を
以
て
、
古
今
を
比

校
掛
酌
し
て
周
公
是
を
制
し
玉
ふ
て
、
礼
楽
刑
政
の
準
擦
と
し
玉
へ
り
」
（
調

居
童
問
、
巻
五
）
。
す
な
わ
ち
三
代
は
基
本
的
に
「
唐
虞
の
礼
」
を
損
益
し
て

や
っ
て
き
た
が
、
周
公
に
至
っ
て
古
今
の
変
化
に
鑑
み
、
後
世
に
範
と
な
る
よ

う
な
制
度
を
立
て
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
方
で
は
「
経
礼
三
百
、
威

、
、
、
、
、
、
、
、
、

儀
三
千
は
、
周
に
至
り
て
代
々
の
損
益
を
か
ん
が
へ
、
万
世
の
法
を
定
め
玉
へ

一

九



、
、
る
也
」
と
評
価
さ
れ
る
（
山
鹿
語
類
、
巻
一
「
君
職
」
「
礼
節
を
定
む
」
）
。
し

か
し
他
面
で
そ
れ
は
、
周
公
の
前
後
で
礼
楽
に
大
き
な
段
階
差
が
あ
る
こ
と
を

意
味
し
、
そ
こ
か
ら
し
て
「
異
朝
は
文
明
盛
な
る
地
と
い
へ
ど
も
、
天
下
の
治

、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

平
礼
楽
刑
政
を
立
て
、
万
代
の
制
た
ら
ん
こ
と
あ
り
が
た
か
る
べ
き
也
」
と
し

て
、
「
万
代
の
制
」
た
り
う
る
よ
う
な
普
遍
的
モ
デ
ル
が
懐
疑
さ
れ
る
の
で
あ

る
（
調
居
童
問
へ
巻
五
）
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
伊
藤
仁
斎
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
彼
は
「
顔
淵
問

為
邦
」
章
を
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
夫
法
必
有
弊
、
道

則
無
弊
、
先
王
之
制
、
難
因
時
勢
順
民
心
而
立
之
、
然
及
其
久
、
不
能
無
弊
、

夫
子
於
是
就
四
代
之
制
、
各
挙
其
一
事
、
以
示
其
梗
概
、
…
…
所
謂
万
世
不
易

之
常
道
、
兼
文
質
、
存
法
戒
、
治
天
下
之
道
壼
芙
」
（
論
語
古
義
、
当
該
章
）
。

こ
う
し
た
「
弊
」
の
有
無
に
よ
る
「
法
」
と
「
道
」
の
区
別
の
仕
方
や
「
万
世

不
易
之
常
道
」
と
い
う
観
念
が
、
程
朱
の
新
註
を
承
け
て
い
る
の
は
見
易
い
で

あ
ろ
う
。
と
く
に
後
者
は
仁
斎
が
、
「
治
天
下
」
と
い
う
面
で
「
常
道
」
が
存

す
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

だ
が
他
方
で
周
知
の
よ
う
に
仁
斎
は
、
宋
学
の
体
用
論
を
仏
教
に
基
づ
く
も

の
と
し
て
否
定
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
こ
の
「
常
道
」
は
い
か
に
基
礎
づ
け
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
疑
問
な
の
は
晩
年
定
論
に
ゑ
ら
れ
る
治
道

論
が
、
民
と
好
悪
を
同
し
く
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
『
童

（
員
Ｊ
）

子
問
』
巻
之
中
、
第
十
七
、
十
九
、
二
十
章
参
照
）
。
そ
れ
は
む
し
ろ
上
引
文
の

「
因
時
勢
順
民
心
」
に
近
く
、
「
道
」
よ
り
は
む
し
ろ
「
法
」
の
立
場
に
立
っ

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
上
記
の
「
常
道
」
観
念
は
、
彼
の
程
朱
学
徒

時
代
の
痕
跡
が
残
っ
た
も
の
と
承
る
の
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
・
普
遍
的
な
「
道

徳
」
（
仁
義
礼
智
）
と
「
時
宜
掛
酌
」
を
眼
目
と
す
る
「
法
」
の
対
項
が
（
上

以
上
近
世
前
期
の
儒
者
の
議
論
を
と
り
あ
げ
て
、
宋
学
的
論
理
の
継
承
と
乖

離
の
関
係
を
み
て
き
た
。
一
言
で
い
え
ば
、
現
実
に
適
合
的
な
「
礼
・
法
」
の

制
作
（
潤
沢
）
と
い
う
面
で
は
宋
学
者
の
観
点
を
継
承
し
つ
つ
、
現
実
に
規
範

的
に
作
用
す
る
「
万
世
常
行
之
道
」
の
面
で
は
、
そ
れ
か
ら
離
れ
て
ゆ
く
と
い

う
傾
向
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
「
道
」
と
「
礼
」
を
結
び
つ
け
た
宋
儒
の
体
用

論
を
近
世
儒
者
が
必
ず
し
も
継
承
せ
ず
、
む
し
ろ
両
者
を
二
分
法
的
に
わ
け
る

馬
融
に
近
い
と
い
う
特
徴
も
、
こ
の
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
引

し
た
貝
原
益
軒
の
一
文
も
、
こ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
で
は
こ

れ
ら
に
比
較
し
た
と
き
、
荻
生
祖
侠
の
「
道
」
の
議
論
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴

を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
三
つ
の
し
零
ヘ
ル
に
わ
け
て
検
討
し
よ

戸
局
／
Ｏ

①
尭
舜
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
「
正
徳
」
の
道
が
、
以
後
の
人
類
全
体
に
と

っ
て
普
遍
妥
当
性
を
も
つ
と
さ
れ
る
し
、
ヘ
ル
（
「
道
な
る
者
は
尭
舜
の
立
つ
る

所
に
し
て
万
世
之
に
因
る
」
）
。
②
三
代
の
開
国
君
主
の
作
っ
た
礼
楽
が
、
当
代

に
は
「
道
」
と
さ
れ
る
し
ゞ
ヘ
ル
（
「
然
れ
ど
も
ま
た
時
に
随
ひ
て
変
易
す
る
者

あ
り
。
故
に
一
代
の
聖
人
は
更
定
す
る
所
あ
り
。
立
て
て
以
て
道
と
な
し
、
而

し
て
一
代
の
君
臣
こ
れ
に
由
り
て
以
て
行
ふ
」
（
以
上
い
ず
れ
も
弁
名
、
道
第

二
則
）
・
③
聖
人
の
制
し
た
「
礼
」
を
前
提
し
つ
つ
、
実
際
に
個
々
の
君
子
が

「
行
礼
」
す
る
場
面
で
斜
酌
す
る
し
、
ヘ
ル
、
の
三
つ
で
あ
る
。
祖
侠
の
礼
楽
論

を
理
解
す
る
上
で
こ
の
三
し
ゞ
ヘ
ル
を
区
別
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
後
述
が
明

述
の
二
分
法
的
論
理
の
一
変
型
）
、
仁
斎
学
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

四
祖
採
の
見
解

二
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ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
祖
侠
に
よ
れ
ば
「
道
」
は
次
の
よ
う
に
歴
史
的
に
発
達
し
た
。
「
古
の

天
子
は
聡
明
叡
智
の
徳
あ
り
。
天
地
の
道
に
通
じ
、
人
物
の
性
を
尽
く
し
、
制

作
す
る
所
あ
り
」
。
そ
の
よ
う
に
し
て
「
利
用
厚
生
の
道
」
が
伏
義
ら
に
よ
っ

て
立
て
ら
れ
、
「
万
世
そ
の
徳
を
被
」
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
当
時
ま
だ
礼

楽
は
な
か
っ
た
。
「
尭
舜
に
至
り
て
礼
楽
を
制
作
し
、
而
し
て
正
徳
の
道
始
め

て
成
り
、
．
…
・
主
道
こ
こ
に
筆
る
。
こ
れ
そ
の
人
倫
の
至
り
に
し
て
．
：
…
而
し

て
立
て
て
以
て
万
世
の
極
と
な
す
。
孔
子
、
書
を
序
す
る
に
唐
虞
よ
り
断
ち
し

所
以
の
者
は
、
こ
れ
が
為
の
故
な
り
。
三
代
の
聖
人
も
ま
た
み
な
尭
舜
の
道
に

遵
ひ
、
礼
楽
を
制
作
し
、
以
て
一
代
の
極
を
立
つ
」
（
弁
名
、
聖
第
一
則
）
。

上
文
か
ら
し
て
「
道
」
の
発
達
過
程
に
お
け
る
三
段
階
を
区
別
で
き
よ
う
。

（
・
一
）
伏
義
ら
の
古
の
天
子
は
、
「
天
地
の
道
」
に
通
じ
「
人
物
の
性
」
を
尽

く
す
よ
う
に
「
利
用
厚
生
の
道
」
を
立
て
た
。
（
二
）
つ
い
で
尭
舜
は
、
は
じ

め
て
「
正
徳
の
道
」
と
し
て
礼
楽
を
制
作
し
た
。
そ
の
画
期
性
ゆ
え
に
孔
子
は
、

書
経
編
序
に
あ
た
っ
て
尭
舜
か
ら
は
じ
め
た
。
（
三
）
以
後
の
三
代
君
主
は
尭

舜
の
礼
楽
を
う
け
つ
ぎ
つ
つ
、
前
代
の
礼
楽
に
因
り
ま
た
そ
れ
を
損
益
し
て
、

当
代
の
礼
楽
を
立
て
た
、
と
。
そ
し
て
「
道
」
の
普
遍
妥
当
性
に
つ
い
て
の
柤

棟
の
見
方
は
、
彼
に
よ
る
こ
の
三
段
階
の
相
互
の
関
係
づ
け
方
の
中
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
（
一
）
（
二
）
の
関
係
に
つ
い
て
、
上
引
文
で
は
非

連
続
性
（
尭
舜
の
画
期
性
）
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
別
に
次
の
よ
う
に
も
い

わ
れ
て
い
る
。

「
易
な
る
者
は
、
伏
義
、
仰
い
で
観
、
傭
し
て
察
し
て
以
て
こ
れ
を
作
る
。

前
に
因
る
所
な
く
、
直
ち
に
こ
れ
を
天
地
に
取
る
。
こ
れ
礼
楽
い
ま
だ
作
ら
ざ

る
の
先
に
あ
る
な
り
。
幽
明
の
故
な
る
も
の
は
、
鬼
神
と
人
と
の
礼
を
謂
ふ
也
。

礼
と
日
は
ず
し
て
故
と
日
ふ
は
、
な
ほ
故
実
の
故
の
ご
と
し
。
上
世
相
伝
ふ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

者
を
謂
ふ
也
。
尭
舜
い
ま
だ
礼
を
制
せ
ざ
る
の
前
に
、
蓋
し
す
で
に
そ
の
故
あ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
。
尭
舜
も
ま
た
こ
れ
に
因
り
て
制
作
す
る
の
み
。
学
者
い
や
し
く
も
易
に
明

ら
か
な
ら
ば
、
則
ち
制
作
す
る
所
以
の
意
は
こ
れ
を
天
地
に
取
り
し
を
知
ら
ん
」

（
弁
名
、
天
命
帝
鬼
神
第
十
二
則
）
。
す
な
わ
ち
尭
舜
の
作
っ
た
礼
楽
自
体
、

実
は
全
く
の
独
創
で
は
な
く
、
伏
義
の
作
っ
た
「
易
道
」
、
そ
れ
に
関
わ
る
「
鬼

神
と
人
と
の
礼
」
に
「
因
」
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
尭
舜
と
そ

れ
以
前
の
段
階
と
の
連
続
性
を
指
摘
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
く
し
て

尭
舜
の
立
て
た
礼
楽
も
、
そ
の
「
制
作
す
る
所
以
の
意
は
こ
れ
を
天
地
に
取
り

し
」
と
い
わ
れ
る
わ
け
が
分
か
ろ
う
。
礼
楽
の
基
礎
に
は
「
易
道
」
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
も
と
も
と
伏
義
が
「
天
地
」
に
引
照
し
つ
つ
立
て
た
、
一
つ
の
仮
構
世

界
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

同
時
に
祖
侠
は
「
聖
人
、
人
性
に
率
ひ
て
以
て
道
を
立
つ
」
（
弁
道
、
第
一

則
）
、
「
聖
人
制
礼
本
於
人
情
」
（
與
安
潅
泊
第
六
書
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
し

か
も
「
古
今
の
人
情
物
理
か
は
る
こ
と
な
く
」
と
い
う
の
が
柤
侠
の
確
信
で
あ

っ
た
（
太
平
策
）
。
こ
う
し
て
彼
に
従
え
ば
、
尭
舜
の
立
て
た
礼
楽
の
普
遍
妥

当
性
は
、
聖
人
の
「
窮
理
尽
性
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
天
地
の
道
」

「
人
物
の
性
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
連

関
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
柤
侠
の
い
う
「
礼
楽
の
原
」
を
知
る
と
い
う
こ
と
の

（
６
）

意
味
で
あ
っ
た
。

さ
て
こ
う
し
た
普
遍
性
に
つ
い
て
の
見
方
は
、
以
後
の
三
代
王
朝
が
尭
舜
の

礼
楽
に
「
因
」
っ
て
そ
の
礼
楽
を
立
て
た
と
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史

的
に
裏
付
け
ら
れ
た
。
（
二
）
（
三
）
の
関
係
に
つ
い
て
祖
侠
は
次
の
よ
う
に
見

て
い
る
。
「
尭
は
天
下
万
世
を
安
ん
ず
る
所
以
を
思
ふ
に
礼
楽
に
非
ざ
れ
ぱ
不

一
一
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可
な
り
。
…
…
尭
は
生
知
と
雌
も
、
独
り
作
る
こ
と
能
は
ず
、
故
に
舜
を
挙
げ

て
焉
に
譲
る
。
…
…
是
れ
礼
楽
は
舜
を
俟
っ
て
興
り
、
禺
を
俟
っ
て
洽
し
」
（
論

語
徴
、
「
大
哉
尭
之
為
君
也
」
章
）
。
す
な
わ
ち
礼
楽
と
い
う
方
法
は
尭
に
よ
っ

て
考
案
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
舜
、
禺
二
代
を
か
け
て
よ
う
や
く
完
成
さ
れ
た
と

い
う
の
で
あ
る
（
「
舜
禺
は
み
な
尭
の
道
を
成
せ
り
」
、
同
上
）
。
そ
し
て
こ
の

見
方
は
さ
ら
に
、
三
代
聖
人
す
べ
て
が
尭
の
作
っ
た
廓
の
内
に
あ
る
（
尭
を
乗

り
超
え
る
こ
と
の
不
可
能
性
）
と
い
う
見
方
に
連
な
っ
て
い
た
（
「
三
代
の
聖

人
み
な
尭
の
思
に
外
せ
ず
」
、
同
上
）
。
け
だ
し
禺
は
一
方
で
尭
舜
礼
楽
の
完
成

者
で
あ
る
が
、
同
時
に
彼
の
立
て
た
夏
礼
こ
そ
、
設
周
二
代
の
礼
楽
の
源
流
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
尭
舜
の
道
」
は
、
「
天
地
の
道
」
「
人
物
の
性
」

へ
の
適
合
性
故
に
、
そ
れ
以
後
の
三
王
朝
二
千
年
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
、
か

く
て
今
日
に
も
妥
当
性
を
も
つ
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
段
は
夏
礼
に
因
り
、

周
は
設
礼
に
因
る
。
故
に
万
世
と
難
も
今
日
に
異
な
ら
ざ
る
有
る
を
知
る
」
と

い
わ
れ
た
所
以
で
あ
る
（
論
語
徴
、
「
十
世
可
知
」
章
）
。

先
に
ぷ
た
近
世
前
期
儒
者
の
一
般
傾
向
と
比
べ
た
と
き
、
こ
う
し
た
「
尭
舜

の
道
」
の
普
遍
性
の
観
念
は
き
わ
め
て
特
徴
的
な
も
の
で
あ
っ
た
・
礼
楽
の
「
損

益
」
ば
か
り
を
強
調
す
る
者
が
多
か
っ
た
な
か
で
、
そ
れ
は
「
因
」
の
面
を
重

視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
そ
れ
は
、
宋
学
の
「
万
世
常
行
之
道
」
の

観
念
と
も
大
き
く
違
っ
て
い
た
。
後
者
は
「
天
理
」
と
い
う
永
遠
の
実
体
的
な

秩
序
像
を
背
後
に
も
ち
、
ど
の
時
代
に
も
妥
当
す
る
よ
う
な
制
度
モ
デ
ル
と
し

て
構
想
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
祖
侠
の
「
尭
舜
の
道
（
礼
楽
）
」
は
、
「
易

道
」
を
介
し
て
「
天
地
の
道
」
に
接
続
し
、
そ
こ
か
ら
普
遍
性
の
根
拠
を
ひ
き

出
し
な
が
ら
も
、
後
者
に
解
消
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
易
道
と

天
道
、
先
王
の
道
と
は
、
指
す
所
お
の
づ
か
ら
別
な
り
」
と
あ
る
の
は
そ
の
た

め
で
あ
る
（
弁
名
、
理
気
人
欲
第
三
則
）
。
「
礼
楽
」
の
基
礎
に
あ
る
伏
義
の
「
易

道
」
自
体
が
、
一
つ
の
仮
構
世
界
と
し
て
、
「
天
地
の
道
」
と
自
己
同
一
的
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
改
め
て
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
上
記
し
た
①
の
し
、
ヘ
ル
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
で
は
②
の
し
。
ヘ
ル
に

お
け
る
礼
楽
制
作
に
つ
い
て
柤
侠
は
ど
う
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
、

三
代
聖
人
が
前
代
の
礼
楽
を
損
益
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
け
だ
し
歳
月
反
ら
ず
、
人
亡
び
世
遷
り
、
風
俗
日
に
偶
く
、
以
て
汚
れ
以
て

衰
ふ
。
：
。
…
三
代
の
聖
人
そ
の
か
く
の
ご
と
き
を
知
り
、
乃
ち
前
代
の
礼
楽
に

因
り
て
、
損
益
す
る
所
あ
り
。
以
て
数
百
年
の
風
俗
を
維
持
し
、
そ
れ
を
し
て

速
か
に
は
衰
へ
に
趨
か
ざ
ら
し
め
し
者
は
、
こ
こ
に
お
い
て
か
存
す
」
（
弁
名
、

聖
第
一
則
）
。
す
な
わ
ち
聖
人
た
ち
は
、
世
の
風
俗
の
衰
微
が
必
然
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
そ
の
進
行
を
抑
え
て
な
る
べ
く
長
く
よ
き
風
俗
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
、
一
代
の
礼
楽
を
立
て
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
仕
組
が
適
合
的
だ
っ

た
か
ら
こ
そ
三
代
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
百
年
以
上
の
命
脈
を
保
っ
た
の
だ
と
柤
侠

は
考
え
る
（
太
平
策
）
。

こ
の
認
識
と
関
連
し
て
彼
は
、
「
必
ず
し
も
万
世
こ
れ
に
因
る
者
を
道
の
至

り
と
な
し
、
而
し
て
時
に
随
ひ
て
更
易
す
る
者
を
次
と
な
す
に
も
非
ざ
る
な
り
」

と
の
べ
て
い
る
（
弁
名
、
道
第
二
則
）
。
尭
舜
の
礼
楽
と
一
代
毎
に
更
改
さ
れ

た
三
代
礼
楽
の
間
に
、
優
劣
関
係
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

実
際
、
一
代
毎
の
礼
楽
に
よ
っ
て
各
王
朝
の
長
命
が
維
持
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
が
い
わ
ば
原
型
と
し
て
の
尭
舜
の
礼
楽
と
並
ん
で
評
価
さ
れ
る
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
「
因
字
最
重
」
と
の
べ
た
朱
子
が
、
三
代
間
の
「
損
益
」

を
軽
視
し
た
こ
と
へ
の
批
判
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
②
の
し
。
ヘ
ル
に
お
け
る
条
件
適
合
性
の
意
味
が
、
①

一
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の
し
、
ヘ
ル
と
は
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
け
だ
し
①
の
場
合
は
「
天
下
万
世
」
と

い
う
普
遍
性
が
眼
目
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
②
で
は
、
各
王
朝
の
お
か
れ

た
時
代
条
件
の
認
識
こ
そ
重
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
後
数
百
年
に
及
ぶ
世

の
風
俗
の
変
化
を
事
前
に
察
知
し
て
、
い
ま
そ
れ
に
相
応
し
い
礼
楽
を
立
て
ね

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
顔
淵
問
為
邦
」
章
に
対
す
る
柤
侠
の
解
釈

に
そ
れ
は
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
孔
・
顔
の
時
は
、
革
命
の
秋
な
り
。
…
…
こ
の
章
、
先
儒
は
以
て
万
代
不

易
の
制
と
な
す
。
あ
に
知
ら
ん
や
此
れ
正
に
孔
・
顔
の
時
を
以
て
こ
れ
を
言
ふ

の
ゑ
な
る
を
。
も
し
は
た
し
て
所
謂
万
代
不
易
の
制
な
る
者
あ
ら
ぱ
、
則
ち
尭

舜
禺
湯
文
武
周
公
は
、
み
な
聖
人
に
あ
ら
ず
。
か
つ
孔
子
の
告
ぐ
る
所
は
、
あ

に
こ
れ
を
今
の
世
に
行
ふ
く
け
ん
や
。
あ
に
そ
の
万
代
不
易
の
制
た
る
に
あ
ら

ん
哉
」
（
論
語
徴
、
当
該
章
。
他
に
弁
名
、
道
第
二
則
参
照
）
。
す
な
わ
ち
柤
侠

に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
革
命
の
秋
に
当
っ
て
お
り
、
王
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
れ

ば
、
礼
楽
を
制
作
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
高
弟
顔
淵
へ
の
片
言
は
、
そ
の
抱
懐

し
て
い
た
制
度
の
輪
郭
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
当
時
の
時
代
的
条
件
、

孔
子
か
ら
み
て
数
百
年
後
を
前
知
し
て
の
立
案
で
あ
っ
た
。
宋
儒
が
い
う
よ
う

な
万
代
不
易
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
事
実
も
し
そ
う

し
た
制
度
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
尭
舜
以
下
は
み
な
一
代
の
制
度
し
か
立
て

な
か
っ
た
の
か
・
彼
ら
は
聖
人
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
の

が
祖
侠
の
疑
問
で
あ
っ
た
。
彼
の
い
う
「
万
世
因
之
」
と
宋
儒
の
「
万
世
常
行

之
道
」
の
違
い
が
、
こ
こ
で
改
め
て
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
孔
子
に
よ
る
四
代
礼
楽
の
折
衷
を
つ
か
ん
で
い
た
柤
侠

は
、
熊
沢
蕃
山
に
近
い
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
い
え
る
（
前
述
参
照
）
。
し
か

し
他
面
で
両
者
の
間
に
は
、
か
な
り
の
違
い
が
あ
っ
た
。
祖
侠
が
「
随
時
変
易
」

を
、
数
百
年
以
上
に
も
及
ぶ
長
期
的
な
射
程
の
な
か
で
捉
え
て
い
た
の
に
対
し
、

蕃
山
の
「
時
所
位
の
至
善
」
論
は
、
状
況
的
な
対
応
と
い
う
色
彩
が
濃
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
状
況
に
応
じ
た
劉
酌
と
い
う
面
は
、
柤
侠
で
は
③

の
レ
ベ
ル
の
議
論
と
な
る
。

例
え
ば
『
論
語
』
の
「
麻
冤
礼
也
」
章
の
注
釈
で
祖
侠
は
、
「
礼
は
先
王
の

定
む
る
所
と
雛
も
、
然
れ
ど
も
亦
義
あ
る
者
あ
り
、
義
な
き
者
あ
り
。
そ
の
義

な
き
者
は
、
則
ち
先
王
一
時
俗
に
従
ふ
者
、
故
に
今
ま
た
俗
に
従
っ
て
之
を
改

む
る
は
、
礼
に
違
へ
り
と
な
さ
ず
。
そ
の
義
あ
る
者
の
若
き
は
、
則
ち
之
を
謹

守
せ
ざ
る
を
え
ず
」
と
述
べ
て
い
る
（
論
語
徴
、
当
該
章
）
。
具
体
的
に
は
「
麻

冤
」
は
先
王
の
定
め
た
礼
で
あ
り
、
そ
の
当
時
は
そ
れ
が
「
倹
」
だ
っ
た
。
し

か
し
「
世
久
し
く
時
移
り
て
」
今
は
そ
れ
が
「
箸
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

い
と

こ
で
孔
子
は
「
今
や
（
衆
人
が
用
い
て
い
る
）
純
は
倹
な
り
」
と
判
断
し
て
、

「
吾
は
衆
に
従
は
ん
」
と
の
べ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
孔
子
は

「
麻
見
」
と
い
う
先
王
の
礼
に
従
わ
ず
「
衆
」
に
従
い
な
が
ら
、
実
は
「
先
王

の
心
」
を
得
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
是
れ
孔
子
、
深
く
先
王
の
礼
を
知
る

な
り
」
と
評
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。

同
様
の
見
方
が
「
林
放
問
礼
之
本
」
章
の
注
釈
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
『
礼

記
』
の
「
礼
器
」
篇
「
檀
弓
」
篇
か
ら
多
く
を
挙
例
し
た
柤
侠
は
、
こ
れ
ら
は

み
な
「
君
子
、
礼
を
行
ふ
に
財
物
と
世
と
に
ゑ
て
之
を
進
退
し
、
時
あ
っ
て
か

倹
と
戚
と
に
取
る
こ
と
を
云
ふ
な
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
君
子
は
、

自
家
の
経
済
状
態
や
そ
の
時
々
の
風
俗
に
て
ら
し
て
（
例
え
ば
「
国
著
な
る
時

は
之
に
示
す
に
倹
を
以
て
す
」
）
礼
を
行
う
の
が
、
「
古
の
道
」
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
掛
酌
が
当
然
と
さ
れ
た
の
は
、
も
と
も
と
「
先
王
の
礼

を
制
す
る
所
以
の
意
は
仁
に
在
」
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
礼
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の
本
」
と
は
そ
の
意
味
で
あ
る
）
。
か
く
て
仁
の
た
め
の
礼
だ
と
い
う
趣
旨
を

い
か
し
て
君
子
は
、
個
々
の
行
礼
に
さ
い
し
、
状
況
次
第
で
使
用
財
を
か
な
り

自
由
に
選
ん
で
よ
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
論
語
徴
、
当
該
章
参
照
）
。

注
意
す
べ
き
は
こ
の
③
が
、
王
者
に
よ
る
制
礼
を
前
提
し
た
う
え
で
の
、
君

子
に
よ
る
行
礼
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
事
実
た
と
え
ば
祖
侠
は
、
「
林

放
は
あ
に
顔
子
と
科
を
同
じ
う
し
、
而
し
て
以
て
制
作
の
意
を
語
る
に
足
ら
ん

哉
」
と
し
て
、
こ
の
章
の
議
論
を
「
顔
淵
問
為
邦
」
章
と
同
じ
類
の
も
の
と
す

る
解
釈
を
批
判
し
て
い
る
（
同
上
）
。
制
作
に
ふ
れ
た
後
者
は
、
高
弟
に
の
ゑ

洩
ら
さ
れ
た
秘
事
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
遥
か
に
重
大
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
柤
採
の
使
う
「
時
」
と
い
う
言
葉
に
、
実
は
二
種
類
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
先
王
一
時
俗
に
従
ふ
者
」
の
よ
う
な
「
時
」

と
「
孔
・
顔
の
時
は
、
革
命
の
秋
な
り
」
あ
る
い
は
「
（
道
に
は
）
時
に
随
ひ

て
変
易
す
る
者
あ
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
「
時
」
と
で
あ
る
。
前
者
は
短
期

的
、
後
者
は
数
百
年
に
及
ぶ
ほ
ど
の
長
期
的
射
程
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
応

じ
て
彼
の
条
件
適
合
性
の
観
念
に
も
、
二
種
類
が
あ
っ
た
と
想
定
し
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
前
者
に
よ
っ
て
彼
は
、
一
代
の
礼
楽
を
道
と
し
て
立
て
つ
つ
、
そ
の

範
囲
内
で
の
融
通
性
を
か
な
り
確
保
で
き
た
。
他
方
後
者
に
よ
っ
て
彼
は
、
「
尭

舜
の
道
（
礼
楽
）
」
の
普
遍
妥
当
性
を
前
提
し
つ
つ
、
各
王
朝
の
開
国
君
主
に

よ
る
主
体
的
な
制
度
変
革
の
観
点
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

以
上
王
朝
交
代
に
伴
う
「
道
」
の
普
遍
妥
当
性
、
条
件
適
合
性
と
い
う
問
題

を
中
心
に
、
宋
学
、
近
世
前
期
儒
学
、
祖
侠
学
を
と
り
あ
げ
て
検
討
し
て
き
た
。

こ
れ
を
振
返
れ
ば
三
者
の
間
に
は
、
か
な
り
似
通
っ
た
い
く
つ
か
の
観
念
の
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
万
世
因
之
」
と
「
万
世
常
行
之
道
」
、
「
先
王
の
心
を

得
る
」
と
「
先
王
の
意
と
迩
の
区
別
」
、
「
（
一
代
の
）
礼
楽
制
作
」
と
「
潤
沢
」

な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
こ
れ
ら
は
、
非
常
に
異
な
っ
た
論
理
構
造
を

背
後
に
も
っ
て
い
た
。
本
稿
が
そ
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
多
少
と

も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
心

註

（
１
）
近
世
日
本
で
は
歴
史
的
相
対
主
義
が
地
理
的
相
対
主
義
と
同
時
に
現
わ

れ
る
と
い
う
特
徴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
植
手
通
有
氏
の
指
摘
が
あ
る

（
「
江
戸
時
代
の
歴
史
意
識
」
『
日
本
近
代
思
想
の
形
成
』
所
收
、
岩
波
書

店
、
一
九
七
四
）
。
し
か
し
こ
こ
で
は
も
う
少
し
違
っ
た
問
題
を
考
え
て

い
る
。

（
２
）
近
作
『
祖
侠
学
の
世
界
』
で
田
原
嗣
郎
氏
は
、
古
聖
人
の
立
て
た
礼
楽

●
●
●
●

制
度
が
そ
の
ま
ま
後
代
日
本
に
も
「
道
」
と
し
て
妥
当
す
る
と
い
う
の
が

祖
侠
の
根
本
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
別
に
普
遍
的
な
「
礼
楽
の
原
」

を
想
定
す
る
の
は
、
祖
侠
学
に
対
す
る
大
き
な
誤
解
で
あ
る
と
主
張
さ
れ

た
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
）
。
行
論
が
示
す
よ
う
に
本
稿
は
、

こ
う
し
た
田
原
説
に
た
い
す
る
私
な
り
の
応
答
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。

な
お
本
書
に
対
す
る
拙
評
を
参
照
さ
れ
た
い
（
「
日
本
歴
史
」
本
年
十
二

月
号
掲
載
予
定
、
吉
川
弘
文
館
）
。

（
３
）
管
見
の
限
り
で
は
、
朱
註
所
引
通
り
の
程
子
の
文
は
現
行
の
『
二
程
集
』

に
見
当
ら
な
い
（
北
京
中
華
書
局
刊
、
全
四
冊
、
一
九
八
四
）
。
「
三
王
之

法
、
各
是
一
王
之
法
、
故
三
代
損
益
文
質
、
随
時
之
宜
、
若
孔
子
所
立
之

法
、
乃
通
万
世
不
易
之
法
」
（
遺
書
巻
十
七
）
な
ど
の
文
意
を
と
り
、
朱

子
が
ま
と
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
他
に
同
巻
十
八
な
ど
参
照
）
。
た
壁

同
一
文
が
朱
子
編
の
『
論
語
精
義
』
当
該
章
で
も
程
子
の
言
葉
と
し
て
引

二

四



か
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
考
え
る
と
、
朱
子
当
時
は
知
ら
れ
て
い
た
そ
う
し

た
程
子
の
言
葉
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
ば
ら
く
疑
い
を
存
し
て

お
く
。

（
４
）
「
山
鹿
語
類
』
巻
七
、
治
教
、
「
礼
楽
を
正
す
」
で
素
行
は
、
本
文
で
も

引
用
し
た
よ
う
な
程
朱
か
ら
の
数
条
（
例
え
ば
一
四
頁
下
段
の
程
子
の
文

章
）
を
引
用
し
な
が
ら
、
礼
楽
の
損
益
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
面
で
彼
が

後
者
か
ら
深
く
影
響
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
そ
れ
は
示
し
て
い
る
。

（
５
）
た
と
え
ば
第
十
七
章
で
仁
斎
は
、
学
者
は
誠
意
正
心
を
以
て
自
修
す
べ

き
だ
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
人
君
に
告
げ
る
所
以
で
は
な
い
と
し
、
「
人

君
に
在
っ
て
は
、
則
ち
当
に
民
と
好
悪
を
同
じ
く
す
る
を
以
て
本
と
す
べ

し
」
と
い
う
。
ま
た
第
十
九
章
で
は
制
度
的
復
古
主
義
（
後
世
の
法
を
全

て
除
き
三
代
の
旧
に
復
し
て
の
み
王
道
が
実
現
で
き
る
と
す
る
よ
う
な
考

え
方
）
を
批
判
し
て
「
王
道
豈
に
法
度
の
上
に
在
ら
ん
や
」
と
の
べ
、
「
も

し
聖
人
を
し
て
今
の
世
に
生
ま
れ
し
め
ば
、
亦
必
ず
今
の
俗
に
因
り
、
今

の
法
を
用
ひ
、
而
し
て
君
子
は
豹
の
如
く
変
じ
、
小
人
は
面
を
革
め
て
、

天
下
自
ら
治
ら
ん
」
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
聖
人
は
但
泰
甚

だ
し
き
を
去
っ
て
、
そ
の
餘
は
皆
時
に
従
ひ
、
俗
に
因
っ
て
、
以
て
治
を

な
す
の
み
」
（
第
二
十
章
）
と
い
う
見
方
に
連
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
『
童
子
問
』
に
お
け
る
「
治
道
」
論
で
は
、
時
々
の
時
俗

と
の
適
合
性
に
眼
目
が
あ
り
、
本
文
で
み
た
よ
う
な
「
万
世
不
易
の
常
道
」

と
い
う
契
機
は
非
常
に
弱
い
と
い
う
印
象
を
禁
じ
え
な
い
。
そ
し
て
こ
う

し
た
彼
の
「
治
道
」
論
は
、
「
三
代
聖
人
の
天
下
を
治
る
や
、
民
の
好
む

所
を
好
承
、
民
の
信
ず
る
所
を
信
じ
、
天
下
の
心
を
以
て
心
と
す
。
而
し

て
未
だ
か
つ
て
聡
明
を
以
て
天
下
に
先
だ
た
ず
。
：
：
：
故
に
そ
の
卒
り
や
、

ま
た
弊
な
き
こ
と
能
は
ず
。
夫
子
に
至
る
に
及
ん
で
は
、
則
ち
専
ら
教
法

を
以
て
主
と
し
て
、
そ
の
道
を
明
か
し
、
そ
の
義
を
暁
め
、
民
を
し
て
従

う
所
に
惑
は
ざ
ら
し
む
」
と
い
う
認
識
と
結
び
つ
い
て
い
た
（
語
孟
字
義
、

鬼
神
第
二
条
）
。
す
な
わ
ち
三
代
聖
人
は
民
の
好
悪
や
時
俗
と
の
適
合
性

を
主
と
す
る
政
治
に
配
当
さ
れ
、
孔
子
は
普
遍
的
な
道
徳
の
教
法
の
定
立

者
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
本
文
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
よ
う
な
政
治
と
道
徳
の
峻
別
（
そ
れ
に
対
応
し
て
三
代
聖
人
と
孔
子
と

の
間
の
非
連
続
性
の
強
調
）
に
仁
斎
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
祖
侠
が

仁
斎
学
を
批
判
し
た
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

（
６
）
こ
の
点
に
つ
い
て
拙
稿
「
戦
中
・
戦
後
柤
侠
論
批
判
」
『
社
会
科
学
研

究
』
三
九
巻
一
号
、
九
八
～
一
○
六
頁
。
「
柤
棟
学
の
再
構
成
」
『
思
想
』

七
六
六
号
、
八
七
、
九
四
、
一
○
一
頁
な
ど
を
参
照
。

（
東
京
大
学
教
授
）

一

一

五


